
東北大学生活協同組合
科目 2018年度実績 2019年度予算 2019年度実績 前年差 予算差

1 総供給高 51億5,774万円 51億7,703万円 48億7,826万円 ▲2億7,947万円 ▲2億9,877万円

2 供給剰余 12億7,828万円 12億7,450万円 12億3,851万円 ▲3,976万円 ▲3,598万円

3 手数料収入 2億2,090万円 2憶0,958万円 2億0,690万円 ▲1,399万円 ▲267万円

4 事業総剰余（事業収入=2+3） 14億9,918万円 14億9,178万円 14億4,542万円 ▲5,375万円 ▲4,635万円

5 人件費 9億0,827万円 9億1,224万円 8億9,818万円 ▲1,008万円 ▲1,405万円

6 物件費 6億1,187 万円 5億6,213万円 5億6,509万円 ▲4,677万円 295万円

7 事業経費合計（=5+6） 15億2,014万円 14億7,437万円 14億6,327万円 ▲5,686万円 ▲1,109万円

8 事業剰余金（=4-7） ▲2,096万円 1,740万円 ▲1,785万円 310万円 ▲3,526万円

9 事業外収入 1,961万円 0万円 554万円 ▲1,406万円 554万円

10 事業外費用 698万円 0万円 302万円 ▲395万円 302万円

11 経常剰余金（=8+9-10） ▲833万円 1,740万円 ▲1,533万円 ▲700万円 ▲3,274万円

※▲はﾏｲﾅｽです
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　2019年度は供給高が前年比▲2憶8千万、予算比▲3億円と、非常に厳しい年となりました。
新入生の新学期関連利用が減少し、新生活用品（家具家電）が実績121,310千円（前年比▲10,616千
円）、アパートの斡旋件数減少により、斡旋手数料、賃借料収入が減少しました。
　購買店舗では日常的な客数・ご利用が落ち込み、食品・菓子で実績71,830千円（前年比▲10,975千
円）、パン米飯で実績80,098千円（前年比▲10,940千円）、飲料デザートで実績114,282千円（前年比▲
29,409千円）となりました。組合員が買いたくなる商品、必要な商品の品添えなどが課題です。
　サービス商品では、合宿制自動車学校の枠の不足により、実績60,355千円（前年比▲21,900千円）、
海外航空券実績153,369千円（前年比▲15,148
千円）、JR券実績159,102千円（前年比▲33,757
千円）となりました。インターネット予約が定着
する中で、価格だけでないプラスαの価値を提
供することで、利用に結び付けられるような提
案が必要です。
　食堂ではミールカードホルダーの増加によ
り、供給高1,280,090千円（前年比▲2,786千円）
と微減にとどまりました。メニュー内容の見直
しにより、特に丼やカレー、麺のご利用が伸び
ています。
　経費関係では必要な投資を実施する一方、
経費コントロール、適正な人員配置を目指し人
件費の抑制なども行ったほか、施設維持管理
費、賃借料、広報費の削減に努めました。
　供給の減少に伴う供給剰余のマイナスが大き
く、2019年度は事業剰余で▲17,582千円となりま
した。

東北大学生活協同組合2019年度の経営

2019年度の経営状況について
今年東北大生協は「総代・生協委員と共に
組合員の声を実現し継続的な参加と利用
をすすめよう」を重点課題に、組合員の声
の実現にこだわって活動をすすめます。
新年度開始時から新型コロナウィルス対応
という困難な状況はありますが、ピンチを
チャンスに変えられる
よう職員一丸となって
取り組んでまいります。

組合員のご利用が減少し、赤字決算となりました


